
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  建物の取壊し費用 

Ｑ：法人税では、土地建物を取得して、１

年以内に建物を取壊したら、建物の帳簿価額

等は土地の取得価額に算入されると聞きまし

たが、本当ですか？ 

 

Ａ：当初から建物等を取り壊して土地等を

取得する目的であったような場合は、土地の

取得価額に算入しなければなりません。 

【解説】 

法人税では、建物等の存する土地を建物と

ともに取得し、その後おおむね１年以内にそ

の建物等の取壊しに着手するなど、当初から

その建物等を取り壊して土地を取得すること

が明らかであると認められる場合は、その取

壊し時の帳簿価額及び取壊し費用は、土地の

取得価額に算入することとなっています。 

つまり、当初からその建物等を取り壊して

土地を利用することが明らかであると認めら

れる場合は、その建物等の帳簿価額及び取壊

し費用は土地の取得価額に算入しなければな

らないという取扱いがなされ、この取扱いは、

次のような場合にも適用されます。 

①  借地権とともに取得した建物等を取り壊

した場合 

②  自己の有する土地の上に存する借地人の

建物を取得し、これを取り壊した場合 

なお、１年以内というのは、建物の取得が

本来の用途に供するためのものではないこと

の一つの例示にすぎませんので、１年を超え

て取り壊しをしているから土地の取得価額に

算入しなくてよいというものではありません。

注意してください。 
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